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補助事業で取り組むもの
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・ ALICの補助事業として、単年度ごとに実施している事業。

令和６年度は、①訴求ポイントの科学的検証と②国内の販路拡大の２テーマを

実施した。

・ ①については、国産鶏肉の栄養機能性成分を分析し、その機能・効果等を検証
する事業で、過去にイミダゾールジペプチドの成果がある。ただし６年度は
諸般の事情によりこの項目は実施できなかった。

・ ②については、新たな商品価値に即した国産鶏肉の国内販路を開拓するため、
食料産業動向調査、若者のチキン等食料品へのニーズ・トレンド実態調査を
行った。

また、若い世代の食生活に対応した商品開発を狙い、大学生と食鳥産業界
のコラボ企画として「Ｕｰ２２チキンプロジェクト」を実施した。

１．国産食肉等新規需要創出事業について
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Ｕｰ２２チキンプロジェクト

• 大学生（文系）から、固定観念や業界の常識を脱した、国産鶏
肉を食材として使った新商品レシピを出しもらう。

• これらのレシピについて、食鳥産業界から助言や評価を行い、
試作品として提出できるレシピを選別・順位付けする。

• 全国食肉学校の講師による試作品の完成を見て、試食懇談会を
開催する。
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一般社団法人日本食鳥協会
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試作品づくりと試食懇談会の様子



・ 日本中央競馬会（JRA）事業として、「地鶏普及振興事業」を

令和７～９年度の３か年実施する。

（元～３年度：地鶏普及推進事業、４～６地鶏振興推進事業）

・ 事業費は、年間約３千万円余
（補助率80％、補助残20％自己負担）

・ 本事業では、学識経験者や地鶏関係者等からなる地鶏普及振興委員会を組織し、
当協会が委員の意見等を踏まえつつ、計画的かつ効率的に事業を実施する。

・ 事業の柱は２本；
① 地鶏の情報提供事業
② 地鶏の販路拡大事業

２ ． 地 鶏 普 及 振 興 事 業 に つ い て
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① 地鶏専用ＨＰ「地鶏ミュージアム」を活用し、

・地鶏のアンケート調査を実施し、

・回答者の中から抽選で地鶏一羽セットをプレゼント

② 地鶏セミナーの開催

家畜改良センターの「鶏改良推進中央協議会」と連携し、養鶏関係者向けの「地鶏セミ

ナー」を開催。（令和７年度は９月１８日に同センター岡崎牧場と連携し実施予定。）

③ 地鶏の味の「見える化」推進（事業）の結果報告をもとに消費者訴求版作成

④ オンライン配信事業

・地鶏講習会の開講

・地鶏料理教室の開講

１．地鶏の情報提供事業
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参考：地鶏振興推進事業（JRA事業：R4～6年度）のうち、

・ 地鶏の消費拡大には、消費者に対し鶏種ごとの特性を踏まえたおいしい
食べ方につながる、エビデンスに基づく客観的な情報の提供が必要。

・ このため、（これまでの地鶏特性解明調査結果等を踏まえつつ）
① 統一的な指標や分析方法を検討し、
② 多数の分析データを収集し、
③ これら結果を基に、地鶏の味の「見える化」を目指し、消費者へのわ
かり易い情報の提供（表示）方法を検討・試行する。

（注）「味」としているが、鶏肉の場合、消費者への訴求点として「機能性成分」も注目されて
いることから、イミダやオメガ３の含有量も表示項目として検討
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参考２：「見える化」推進事業の具体

事業実施期間である３年間（令和４年度から６年度まで）で、地鶏12 鶏種各10検体

検体とブロイラー30 検体の計150 検体を入手した。
供試鶏は以下の通りで、理化学分析と官能評価について（独）家畜改良センターに委託して実施した。

令和４年度分析分：
比内地鶏、名古屋コーチン、長州黒かしわ（理化学分析のみ）、はかた地どり

令和５年度分析分：
奥久慈しゃも、上州地鶏（理化学分析のみ）、土佐はちきん地鶏、天草大王

令和６年度分析分：
青森シャモロック、みやざき地頭鶏、黒さつま鶏、さつま若しゃも（理化学分析のみ）

なお、予算および委託先の分析可能業務量を勘案し、各年度の４鶏種の地鶏のうち、
３鶏種は理化学分析と官能評価の両方を、１鶏種は理化学分析のみの実施とした。 10

（ポイント）① 「見える化」指標や測定方法等は有識者からなる検討委員会において検討・決定

② 検討委員会の決定を踏まえ、（独）家畜改良センターで一元的に分析を実施



参考３「見える化」推進事業検討委員会メンバー（当時）
・学識経験者

坂田 亮一 麻布大学名誉教授（日本食肉科学会理事長）
藤村 忍 新潟大学准教授
佐々木啓介 農研機構 畜産研究部門 食肉品質グループ長

・県試験場関係者
力丸宗弘 秋田県畜産試験場（比内地鶏）
宮川博充 愛知県農業総合試験場畜産研究部（名古屋コーチン）
福原絵里子 福岡県農林総合試験場畜産部（はかた地どり）
村田翔平 山口県農林総合技術センター（長州黒かしわ）

・消費流通関係者
磯田 聖規 株式会社鳥新 代表取締役社長

・分析委託先の家畜改良センター関係者は、同センター企画調整部改良技術課の
松本課長、本間係長、所係員の諸氏。
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指標化４項目のレーダーチャートと数直線図

一般社団法人日本食鳥協会
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２次元チャート図
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地鶏の食味の「見える化」に関するパンフ・リーフレットへの活用のイメージ

• ○○地鶏は、・・・（ルーツ、造成の経緯
等）

• 飼育日数、鶏の特徴等

• 味は歯ごたえがあり、〇△×〇△×

• どのような料理にもあいますが、特におス
スメは〇△×〇△×

• 疲労回復効果やアンチエイジング効果があ
る機能性成分イミダゾールジペプチドが特
に豊富です・・・

• その他・・・・・・

○○地鶏あれこれ地鶏の味を見てみよう！
シリーズ１：○○地鶏

せん断力価
（歯ごたえ）

保水力△
（多汁性）

イノシン酸
（うま味成分）

タンパク質
（栄養素）

肉色
（見た目）

筋繊維面積
（きめの細かさ）

脂肪
（食感・風味）

脂肪酸（風味）

味のレーダーチャート
（イメージ）

（参考） 機能性成分の水準
・イミダゾールジペプチド：★★★
・オメガ3脂肪酸：★★☆

※中央（青枠点線部）はブロイラーの
レーダーチャート



① インバウンド需要の創出
・ 在日、海外の外国人やその富裕層を読者に抱えるメディアを活用し情報提供を図る。
・ ターゲット国に影響力のあるＫＯＬ（有力インフルエンサー）を起用したＳＮＳプロモーション
・ 海外で広く読まれているメディア・アプリによる情報発信

② 人気店舗とのコラボとイベント支援
・ 人気店舗と地鶏メニューを共同開発し、販促資材や食材を提供
・ フードフェス出店の支援と協会ブースの設置

➂ 消費者向け全国イベントの開催
・ 従来は、ロハスフェスタ（東京、光が丘公園）に出展し、食鳥協会ブースで地鶏に関する
情報提供（セミナー、クイズ、購買者・試食アンケート等を通じて消費者意識の調査、地鶏へ
の理解醸成を図る。）

・ 今回は、事業３年目の令和９年度に、地鶏だけの飲食物販の出展にチャレンジする。
④ 地域イベントの開催
・ 各県の地鶏関係団体等が実施する地域における地鶏の普及・販路拡大のための
イベントの共催や支援

２．地鶏の販路拡大事業
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・ カンピロバクターは、人に病原性を持つが、家畜伝染病ではなく常在菌である
ことから、その低減対策については長年模索しているところ、細菌性食中毒の
筆頭に上がっていることもあり、従来とは違う切り口からの対策を試みる必要
がある、という問題意識が醸成されている。

・ 地全協補助事業として、標記と同名の補助事業を単年度事業（令和６年度）と
して実施した。事業費は約４千万円。

・ 本事業では、①国内の取組事例調査、②海外における取組事例調査を実施。
①については、アンケート調査で選定した生産者に対し、更に詳細なヒアリン

グを行い、飼養衛生管理の優良事例として取りまとめた。
②については、コンサルタントを活用し、米国とデンマークにおける衛生管理

とその取組事情を報告書として取りまとめた。

３．「鶏肉生産におけるカンピロ低減対策推進」
について
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肉用鶏農場の衛生管理に関する事例集
空舎期間中
の取組と飼
養期間中の
取組に整理

事例と共に各
社から提供い
ただいた写真
等を掲載。

▲事例集の
セスはこちらからアク



前ページの補助事業と同時期に行われた、農林水産省主催の「肉用
鶏の衛生水準の向上等に関する検討会（全７回）」（R6.9～R7.7）

• この検討会において、カンピロバクター食中毒について、
①技術面の課題、②社会の意識の向上面の課題、➂情報発信の
面の課題の３つが整理され、それぞれに具体の対策が議論され
た。

• 当協会は、②を担う運営主体として、生産農場や食鳥処理事業
者による「自主取組宣言」ポータルサイトの運営事務局として、
②を支援することとなった。
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『国産チキンの安全・健やか宣言』プロジェクトの全体像

あんすこ
宣言

関係者の認識の共有による
社会全体の意識向上

生産農場

農林水産省
厚生労働省

衛生管理の取組状況の可視化
衛生管理水準の向上

運用主体
＜日本食鳥協会＞

あんすこ宣言の申請・
フォローアップ

消費者

あんすこ宣言ガイ
ドラインの提示

閲覧

優秀な取組の表彰

生
産
者
の
意
欲
の
向
上

【生産者等に期待されるメリット】
・従業員のモチベーションの向上
・衛生水準の向上に伴う生産性の向上
・自社の社会的評価の向上に伴う
企業間取引の誘因

・消費者の信頼のさらなる確保

食鳥処理場

ポータルサイトへの掲載

SNSや動画サイト等
を活用した発信、
シンポジウムの開催

鶏肉の生産・加工段階の
取組への関心の向上

消費者等の認知度・
食の安全意識の向上

改訂衛生管理ハンドブック、
HACCPに沿った衛生管理の
ための手引書等の提示

小売・外食事業者等

応援

消費者団体
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『国産チキンの安全・健やか宣言』ポータルサイト

▲アクセスはこちらから
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https://safe-table-statement.jp/



消費者への意識啓発
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協会独自で取り組むもの
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・ 毎年１０月２９日を「国産とり肉の日」として、この日を中心に、全国統一

イベント「国産チキンまつり」を開催する。日本食鳥協会（本部）と各地域

支部、全国鶏肉消費促進協議会や全国食鳥肉販売業生活衛生同業組合連合会と

の連携、過去には農林水産省の後援をいただき、実施してきた。

・ 令和６年度は、全国の会員小売店舗等において、「揚げておいしい若どりまつ

り」を開催した。また群馬県でのイベント（８月２４日）皮切りに、佐賀県で

のイベント（翌２月２日）まで、全国の支部、１９都府県において、約半年間

で４０のイベントがリレー開催された。

・ 東京都における関東支部の催しとしては、東海大学の「建学祭」とのコラボが
注目された（１１月）。

４ ． 「 国 産 チ キ ン ま つ り 」 実 施 事 業 に つ い て
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販促資材その１
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販促資材その２
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東海大学品川建学祭（関東支部＋本部）
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・ 「あんしんも、おいしさも。国産チキン」をコンセプトに、「国産チキンシン

ボルマーク」と「新キャラクター」の活用により、国産鶏肉の消費拡大に向け

て普及啓発する。

・ 本事業の具体的な取り組みについては、国産鶏肉市場活性化対策事業実行委員
会の場で検討される。

・ 通常は、この実行委員会の場で、早急に着手すべき課題や中長期的に取り組む
べき課題等が整理され、市場活性化に向けた各種の調査事業や消費拡大に向け
たイベント等の実施が決定される。

・ 令和７年度からの長期的な取り組みとしては、鶏モモ肉の活用を踏まえ「とり
すき焼き」の普及が最重要課題である。

５ ． 国 産 鶏 肉 市 場 活 性 化 対 策 事 業 に つ い て
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一般社団法人日本食鳥協会

企画書（2025.5.12）

（一社）日本食鳥協会独自企画
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企画概要（基本）
■タイトル：「夏だ！鶏だ！国産チキンで元気チャージ」キャンペーン
■期 間：2025年6月2日(月)～2025年8月31日(日)
■目 的：国産鶏肉の消費拡大、国産チキンシンボルマークの普及浸透を図る

■実施内容：⑴キャンペーン形態・・・オープンキャンペーン（鶏肉を購入しなくても
誰でも応募可）

⑵応募形態・・・・・・・WEBのみ（ハガキ・その他紙による応募受付は行
いません）

⑶抽選方法・・・・・・・クイズに答えて正解者の中から抽選で賞品
をプレゼント

⑷賞品・・・・・・【銘柄鶏1羽セット（鶏すきのたれつき）＋副賞】
200名様

副賞：日本食研㈱家庭用小売商品セット ※10月上旬から中旬頃発送予定38 38



販促資材

■チラシ ■オンパックシール
※持ち帰り用A6サイズ縦 148㎜ × 横 105㎜

■げんきくんバリエーションシール
※縦 122㎜×横 162㎜

標準 会員独仕様（作成例）

39

国産チキンで
元気チャージ

※今回ポスターは作成しておりません。



販促資材（WEB活用）

■ホームページ

〇キャンペーン専用バナーの設置

・協会HP（期間中TOPページに掲載します。）
・会員HP（下記①or②のご協力をお願いします。）
①キャンペーン専用バナーの設定（掲載）をお願いします。
※後日かかった費用をお支払いします。

②新着情報等の「お知らせ」にキャンペーン専用ペー
ジへのリンク設定をお願いします。

＜掲載例＞
2025/05/15 「夏だ！鶏だ！国産チキンで元気
チャージ」キャンペーン6月2日より開催

キャンペーン専用ページURL
https://www.j-chicken.jp/campaign/quiz2025/
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概算予算

■総額 372万円（活性化と協会で負担）前年実績：353万円

1．賞 品：予算 106万円
〇銘柄鶏１羽セット 5千円
〇鶏すきのたれ 3百円
〇【副賞】日本食研㈱家庭用小売商品セット
（協賛品）

〇当選数 200名

2．販促資材：予算 130万円
〇チラシ（持ち帰り用A6サイズ）15万枚
〇オンパックシール 66万枚
標準・・・量販店・小売店配布
独自・・・各社で作成（後日費用精算）

〇げんきくんバリエーションシール

3．キャンペーン特設ページ・バナー：予算 90万円
〇協会・本部：30万円
〇会員HP費用：2万円×30社=60万円

４．外部プレスリリース他：予算 36万円
〇6万円×6回（予定）

５．その他（予備費）：10万円
41
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10月8日は鶏すきの日イベント
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ご清聴ありがとうございました。

一般社団法人日本食鳥協会 45


	国産鶏肉の普及啓発の取組みについて
	 補助事業で取り組むもの
	スライド番号 3
	Ｕｰ２２チキンプロジェクト
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	参考：地鶏振興推進事業（JRA事業：R4～6年度）のうち、
	参考２：「見える化」推進事業の具体
	参考３「見える化」推進事業検討委員会メンバー（当時）
	指標化４項目のレーダーチャートと数直線図
	２次元チャート図
	地鶏の食味の「見える化」に関するパンフ・リーフレットへの活用のイメージ
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	前ページの補助事業と同時期に行われた、農林水産省主催の「肉用鶏の衛生水準の向上等に関する検討会（全７回）」（R6.9～R7.7）
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	 協会独自で取り組むもの
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	販促資材その１
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	　　東海大学品川建学祭（関東支部＋本部）
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	企画概要（基本）
	販促資材
	販促資材（WEB活用）
	概算予算
	10月8日は鶏すきの日イベント
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	ご清聴ありがとうございました。

